





















Project management methods for renovation projects of public housing complexes 
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研究成果の概要（英文）：Focusing on the division of roles of stakeholders and the functions of 
housing complexes, we studied the facility management methods of public housing complex projects in 
Japan and other countries abroad.The projects was verified and analyzed at each level of the Open 
Building.
(1) Items and contents to evaluate the housing renovation projects were determined by literature and
 statistics survey.  (2) Twenty-five housing complexes in Japan and other countries were selected as
 characteristic housing renovation projects. (3) Using the evaluation items and contents, the 
surveys and analyses in twenty-five housing complexes were carried out to categorize the project 
















































































 項⽬数 項⽬数資⾦運⽤ 家賃 2 耐震 5
⽼朽化対策の費⽤がある 5 ⽕災時の安全 3
防災対策の費⽤がある 3 空気環境 4
バリアフリーの費⽤がある 4 ⾳・光・視環境 3
住棟設備 8 外壁 2
屋外設備 2 屋上 2
緑地 3 階段 5
景観 6 エレベーター 2
植栽 3 エントランス 2
道路 4 掲⽰板 2
歩道 3 郵便箱・宅配ボックス 1
公共交通機関 3 キッチン 2
駐⾞場 2 浴室 3
駐輪場 2 トイレ 2
バリアフリー 2 給排⽔管 3
医療 2 給湯管 3
教育 6 ガス管 3
福祉 3 エレベーター 1
公園・広場 3 廊下 2
安全 2 浴室 2
商業・⽣活利便 6 トイレ 2
共有空間 7 その他 5
課題 社会問題 2 資⾦運⽤ 2
組織 5 修繕費⽤ 3
⾏事 7 更新費⽤ 3
防犯 3 計画段階 7
防災 5 活動段階 5
⼦育て 2 環境 13























































図表２は、村上、川野の既往研究の R-D マトリクスにより整理を行った。全体的に D3（環境
的側面）、D4（社会的側面）と比べて、D1、D2（建物的側面）について再生計画・プロジェクト
での取り組みは少ない結果だった。D1・D2 での取り組みは R2 が多い。花畑団地、泉北ニュータ
ウン、鶴川団地ではバリアフリー化を目指す項目番号 48「エレベーター」や、洋光台団地では
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テルダム市に支払う。1995 年から 2013 年の変化は、所有住宅 11→32％、民間賃貸住宅 31→21％、
ソーシャル賃貸住宅 58→46％である。オランダ全体に比べて、所有住宅の割合が少なく、民間賃
貸とソーシャル賃貸住宅の割合が高い。 
②Stadgenoot 住宅公社について：1910 年に設立し、約 35,000 戸の住宅をアムステルダム市で供
給している。公社への税制優遇や補助金はなく、売却で利益を得ている。家賃収入の 1/3 は政府
へ支払う仕組みである。入居対象は世帯年収 は 38,035 ユーロ以下で、家賃 は 720.42 ユーロ／
月以下である。 
③Stadgenoot 住宅公社の団地再生への取組み：2018 年は 1891 戸のリノベーションを行った。大
規模改修は 45 年、小規模改修は 15 年ごとに実施している。 
【事例１】Dudokhaken プロジェクト 





図表２ R-D マトリクスによる再生項目分類の例(横軸は左から R1 修繕、R2 改良、R3 大規模改修) 
 1957 年に建設された住棟を 2019 年に再生した。5 棟のうち 3 棟を再生し、2 棟を建て替えて








・調査年月：2020 年 1 月 23-24 日、2月 23-25 日   ・調査実施者：村上 
・調査協力者：Prof. Nattawut Usavagovitwong (Sripatum 大学)、National Housing Authority
（団地所有主体）、The Crown Poperty Bureau（同）、Bueng Bang Sue District office（同） 
・対象団地名称：Bueng Bang Sue residence（Prachahuen rd. Bang Sue Area, Bangkok Thailand）、 
Building community 26-7(pai-sing-toh)（Klongtoey, Bangkok Thailand）、Tap-pra-tan
（Klongtoey, Bangkok Thailand）、Din Daeng residence（Din Daeng District, Bangkok Thailand） 
(2)インタビュー/実地調査の概要 
①バンコクの住宅ストックの状況：バンコクの住宅形態別ストック割合を見ると、1990 年代な
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構造が鉄筋コンクリートの高層建物が多い一方、郊外では 2 階建て以下の木造建物や 5 階建て
以上の中層建物が多い。低所得者用の公的住宅(Social Housing)は、公的資金が投入されてい
る。2007 年に実施した調査では、Social Housing をさらに所得の低い順に Public Housing、
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氏（St. Petersburg Academy of Arts）、Peter Mitsov（JustAI） 










＊Bulat Shakirov 教授の協力の基で行った。対象団地は 2 団地で、いずれも築後数十年経過し
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建築年：1972 年 住戸数：25 戸 建築面積：1375 ㎡ 
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